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I は じめに

1 ライルス肛金をめぐる現塁

疫学から判明するウイルス肝炎の全体像:        ヽ

他疾患との違い。               `
2 これまでの肝炎対策の問題点 ‐   、

何を狙いとしてどのような肝炎対策が講じられてきたか。

その肝炎対策によらて達成できたことと達成できなかったこと。

達成できなかつたところの原因分析の必要性。      '

Ⅱ 考えられる基本方

て、肝疾患による死亡を減らす (

?「 自らの感染に気づいていない感染者」

・「感染が判明した感染者」対策

・「慢性肝炎の治療を受けている・受けょ

・「肝硬変・肝がんの治療を受けている・

対策

うとしている患者」対策 、

受けようとしている患者」対策

診療体制の整備 と診療レベルの向上

医療支援の充実       、

生活支援の充実     :

定期的にその達成度を評価する
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重点的に検討すべき

1 現状の肝炎検査制度の功罪とあるべき検査制度      '
・ 節目検診等の成果

・ 現状の肝炎検査制度により判萌する感染者数 (年間)

, 推定される感染者数を前提にすべてい感染者が判明するまでの期間

■・現状の広報の取り組み―とそれに,よ る効果の検証       ‐

2‐ 感染判明者に対する働き:か けのあり方            ‐′

・_全国における取り組み状況  .  .ヽ  |

■ 堺実に行われた感染判明者に対する働きかけの効果
ご あるべき働きかけに関するコンセンチス

` かかりつけ医を受診してし`る患者も含めた意識調査の実施  ■
、・「副作用が,い配でlFN治療を受けられない」とい,患者のための対策 |‐
・「治療のために仕事を休むことはできない」とぃぅ患者のための対策

■「費用負担が,ぃ配でIFN治療を受けられない」といぅ春者のための対策
4_1圧疾患診療ネットワニクあ課撞  |    ■     |  ■

0.慢性肝炎・1月

千硬変・肝がん患者への診療機会提供の現状
■i` 慢性肝炎患者の診療の1あ り方 (含 tP、 連携)  |      |

1 肝硬変1肝がん患者の診療のあり方 (含むt連携). | ‐ 1 1
・ かなりつけ医対策

'・ ,肝奉患診療ネツトウータにおける肝硬変・肝がん治療の位置付け
. ・ 慢性肝炎・肝硬変 1肝がんを通じた診療均てん化あためあ方策  ‐ ‐

15 ウイルス肝炎患者の医:療費負:担 :の塾泣       :      | :
t 医療費負担の現状      ′        _
■、これまでの助成制度の比較検討 .(都道府県及び国の取り組み)  |

・  現状の助成制度の問題点の洗い出し・見直し   ` | :    |
‐

 _

t ウイルス肝炎患者 (特に肝硬変 |:肝が
～
患者)の生活実態の調査

・ 翠林?生活支援|その問題ホ| 1   l   t
■  ■

8 ウイルス肝炎患者の意向を反映するシステムの構築
.    :       :   .              以上
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